
令和５年度  教 育 計 画 

                八幡浜市立保内中学校 
学校番号 ２１０ 

校長名 柳澤 義文 学級数 
１１ 

（ ４ ） 
生徒数 ２７１ 教職員数 ２４ 

 

【学校の教育目標】 

「ただしく、やさしく、たくましく」行動する保中生を育てる 

 ＜校訓＞      ＜めざす生徒像＞ 

ただしく   ･･･ 互いに戒め合い、正義を求める生徒 

 やさしく  ･･･ 互いに助け合い、思いやりのある生徒 

 たくましく  ･･･ 互いに励まし合い、忍耐力のある生徒 

 キーワード : 『想像力』と『創造力』 

＜学校の基本方針＞ 

○ 当たり前を大切にし、粘り強くやり抜く集団を目指す  

○ 「互」の精神を基盤とし、思いやりのある集団を目指す 

○ 積極的に地域人材を活用し、活力のある集団を目指す 

○ 自主性を重んじ、切磋琢磨する集団を目指す 

＜家庭の協力＞ 

○ 基本的な生活習慣の育成 

○ 情報機器及びメディア利用状

況の確認と指導 

○ コミュニケーション力や役割

を果たす態度の育成 

＜地域の支援＞ 

○ 保内ブロック地域ぐるみの健

全育成活動の推進 

○ 小・中・高・公民館・関係機関

の連携と地域人材による学校支

援体制の構築 

○ 地域行事への積極的参加 

強い絆 連携 協働 

具体的な実践 

○ 地域人材の活用  … 「地域の学び舎やわたはま」との連携  

○ 縦割り活動の充実 … 運動会 文化祭 総合的な学習 

○ 小・中の連携促進 … 里帰り保内塾 合同あいさつ活動 

○ 自主活動の推進  … 部活動 生徒会活動 



重 

点 

目 

標 

１ 当たり前を大切にし、粘り強くやり抜く態度を育む。 

(1) ICT機器の積極的な活用等による「分かる授業」「考える授業」「伸びる

授業」を推進し、自ら学ぶ意欲を持つ生徒を育成する。 

(2)  日々の係活動、委員会活動、部活動に自主的に取り組む態度を育てる。 

(3)  黙働による清掃活動を重視し、心を磨く時間とする。 

２ 一人一人の個性を大切に、他人を思いやり、ともに成長する集団を育む。 

(1) 「響く歌声」を大切にするとともに、全教育活動を通して、発達の段

階に応じた情操教育を推進する。 

(2)  生徒会活動や部活動等で、自主的・自治的な活動を奨励し、お互いの

姿から学び合う活動を推進する。 

(3)  特別支援教育・人権同和教育を推進し、自他の人格と生命を尊重し、

他人の心の痛みを理解できる豊かな人間性を育成する。 

３ 校区内小学校、家庭、地域及び行政と連携・協働し、生涯心のよりどこ

ろとなる郷土に対する愛情を育むふるさと学習を推進する。 

(1) 「地域の学び舎やわたはま」と連携し、積極的に地域人材を活用する。 

(2)  小学校と連携して、「里帰り保内塾」等の交流活動を推進する。 

(3)  行政主導の「ふるさと学習」に積極的に参加する。 

(4) 挨拶の輪が広がる地域づくりを推進する。 

管 

理 

運 
営 

１ 人的管理 

(1) 働きがいのある温かい職場づくりに努める。 

(2)  服務規律の遵守、危機管理意識の徹底、心身の健康の増進に努める。 

(3)  目標チャレンジ制度を活用して、人材育成や組織の活性化に努める。 

(4) 教職員の意識改革や行事の見直し、資料提示の工夫による会議時間の

短縮等によって勤務時間の適正化を図り、働き方改革の推進に努める。 

２ 物的管理 

(1) 教育の場にふさわしい環境づくりと環境美化に努める。 

(2)  施設・設備、備品及び薬品（劇物・毒物等）の点検整備を確実に行う。 

(3) 安全な環境づくりに努めるとともに、潜在的危険箇所の早期発見とそ

の対策に万全を期す。 

３ 事務管理   

(1) 校務分掌の適正化を図り、機能的な連絡・処理に努める。 

(2)  公文書や表簿類の適切な処理とその保管体制の確立を図る。 

(3)  経費の節減と厳正で正確かつ迅速な会計及び事務処理に努める。 

(4) 情報機器等の利用における個人情報等の厳正な管理に努める。 

本
校
教
育
の
特
色 

平成29年４月に旧青石中学校と旧保内中学校が統合して新保内中学校とな

り、今年で７年目を迎える。 

広い敷地と充実した施設・設備を持ち、保護者や地区公民館等、地域との

つながりが深く、地域全体で保中生を見守り育てるという意識が強い。 

優しく素直な生徒が多く、異学年集団による講座別学習を取り入れた総合

的な学習の時間や部活動、運動会のブロック活動など、縦のつながりを大切

にした教育活動を推進している。上級生の姿を見て下級生が学び、上級生は、

自分たちが受け継いできた思いを下級生につなごうとする意識が高い。統合

前の旧青石中と旧保内中の生徒が思いを込めて制作した校歌をその心ととも

に大切に歌い続けている。 


